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海産物は誰のもの？
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米国のエビ漁

 アメリカのガルフ湾岸はエビ漁がとても盛んな地域であるが、この地域で
漁業権に関する興味深い裁判が行われた。

 ベトナム戦争が終わると、アメリカ政府は南ベトナムの人々を支援し、そ
の結果同地域からアメリカへ大量のベトナム人が移民することとなった。

 そうしたベトナム移民の中に漁船を購入し、ガルフ湾岸地域でエビ漁に
従事する人々もいた。

 ベトナムの人々がもともと漁業に縁のあったことや生来生真面目である
ことなどから、エビ漁自体は成功をおさめたが、もともとエビ漁に従事して
いた漁師達との間で次第にトラブルを生ずるようになっていった。こうした
事態に対し、従来よりエビ漁を行っていた漁師達はロビー活動を展開し
た。

 しかし、アメリカの裁判所（州及び連邦）は海洋資源の権利は政府に帰属
するものとして、漁業権を特定の個人や団体に帰属させることを認めてこ
なかった。そこで、ベトナム移民と在来漁師が漁獲制限に関する取り決
めを結んだが、政府はこれを独禁法に違反すると判断した。
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共有財産と私有財産

 所有権（Property Right）
 経済学では、財の所有権が確定していると想定し議論を行う。

 消しゴムやボールペンなど。

 それでは、全ての経済資源に所有権を確定することができるだ
ろうか？

 公園のベンチは誰のもの？

 私有財産（Private Property）

 所有権が確定している財は私有財産とよばれる。

 共有財産（Common Property）

 環境資源の中には所有権が不明瞭なものがある。
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オープンアクセス問題

 環境資源の中には利用を制限することが困難な
ものがあり、そうした資源については所有権の確
定がなされない 。

 利用を制限できない状態をオープンアクセスの
状態と呼ぶ。

 オープンアクセス下の環境資源については、過
度な資源利用と枯渇化という現象がしばしばみ
られる。

 どうしてだろうか。
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再生可能資源とは

 オープンアクセス下で資源の枯渇化が問題となる環境
資源の多くは再生可能資源とよばれるものである。

 再生可能資源には漁業資源や森林資源などが含まれ
る。

 適正な利用をする限り、自然はこうした資源を翌年再生
産をしてくれる。

 一方、一度利用してしまうと再生しない資源（鉱物資源
など）は枯渇性資源とよばれる。

 オープンアクセス問題とは、自然の再生能力を上回る水
準で資源を過度に利用することである。
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共有地の悲劇
Tragedy of Commons
 Garnett Hardin （1968）

 共有地を利用する者は、共有地のもつ再生能力を考
慮し、長期的な視点から共有地の最適利用を行おう
としないため、共有地から得られる恵みは枯渇してし
まう。

 事例： 牧草地の共同利用
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これから2回の講義の目的

 これから2回の講義では、

1. どうしてオープンアクセス問題が生ずるのか

2. オープンアクセス問題への対処方法にはどの
様なものがあるのか

について話す。

そのために、まずは、再生可能資源がどの様に再
生されるかをモデル化したい。
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生物ストックの増加

X = 生物の
ストック量 10匹

t = 0 t = 1期

12匹 15匹

＋2匹 ＋3匹
F（X） = 単位時間

あたりストック増
加量

t = 2
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生物ストックはどの様に増加するか

 F（X） = 単位時間当たりのストック増加量

 単位時間にどれだけストックが増加するかは2つの因
子（RとX）によって決定される。

F（X） = R・X
 ここでRは個体の増加率であり、各個体が単位時間

にRだけ個体を増加することを示す。

 先に定義した様にXは生物のストック量を示す。生物

のストック量が多ければ、全体としてた単位時間当た
りのストックの増加量は多くなる。
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個体の増加率についての仮定

dR/dX < 0
 ストック量が多くなると個体の増加率は低下すると仮

定する。

 例えば、魚のストック量が12匹になった時の個体の
増加率 R（X=12）は、魚のストック量が10匹の時の個
体の増加率 R（X=10）より小さくなる。
 子供を産む数が減ったり、死亡する確率が増加したりする。

 ただし、個体の増加率が低下しても、全体のストック
量が10匹の時より12匹の時の方が多いので、単位
時間当たりのストックの増加量（F（X））は、ストック量
が12匹の時の方が大きくなる。
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ロジスティック関数１

 F（X） = R（X）・X
 単位時間当たりにどれだけストック量（F（X））が増加するかは 、

個体の増加率 R（X） とストック量 X に依存する。

 ストック量 X の増加は、右辺第2項の増加により直接的には
F（X） の上昇を導くが、個体の増加率 R の減少から右辺第1項
の減少を導き間接的に F（X） の低下を引き起こす。

 dR/dX < 0 のを満たす色々な関数を当てはめることができるが、
単純化のためにしばしば次のロジスティック関数が利用される。

 F（X） = r { 1- (X/k) } ・X
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ロジスティック関数２

 F（X） = r { 1- (X/k) } ・X

 このロジスティック関数で r と k はパラメータであり、

ｒ は生物固有の値

k は環境容量

をそれぞれ示す。

 環境容量の意味： 環境容量を超えると、単位時間ストック増加
量は減少に転ずる。

 0 < X < k dX/dt > 0

 k < X dX/dt < 0
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ロジスティック関数の図示
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k淘汰 と r淘汰

 rの大きさはどれだけ生物がすばやく増殖できるかを示
す。

 一方、kの値はその環境で生存できる個体数の上限を
示す。

 マッカーサーとウィルソン（１９６７）は島における生物個
体群の繁殖について調べ、新たな生物が増殖できるよ
うになるためには rの値が大きいことが重要であり、絶
滅を回避するためには kの値が大きいことが重要であ
ると論じた。

 r淘汰 と k淘汰
 rの値が小さな生物は子孫を少なくしか産まない、そうし

た種は環境条件が変化すると絶滅に陥りやすい。
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ロジスティック関数の図示
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るにつれ、単位時間
当たりストック増加
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ストック変化量１

 単位時間当たり収穫量 ＝ H
 単位時間当たりストック増加量 ＝ F（X）

 単位時間当たりのストック変化量 ＝ dX/dt
 dX/dt ＝ 増加量 － 収穫量

＝ F（X） － H 
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ストック変化量２
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持続可能な収穫

 単位時間当たりのストック変化量 ＝ 0
 dX/dt ＝ 増加量 － 収穫量

＝ F（X） － H 
＝ 0
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持続可能な収穫

Xk0

H

持続可能な収穫

増加量＝収穫量

F（X） = H
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最大可能収穫量
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最大可能な収穫量

Hmax ＝ r（k/4）

最適ストック量

X＊ ＝ k/2


